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はじめに

　兜岩層の植物化石は本宿団研古植物研究グルー

プ（1970）によって41種の化石種とその化石の近似

現生種が報告され，その後 Ozaki（1991）によっ

て45科75属111種が報告された．上記の報告種はま

だ2010年代前半までは日本で一般的であったエング

ラー（H. G. A. Engler）の分類体系である．

　日本でも2010年代後半になると各国が使用してい

るマバリー（D. J. Mabberley）の分類体系を使用

するようになり，分類配列はマバリーの分類体系に

従った．マバリーの分類体系は遺伝子配列を基本に

して科を統廃合したものである．エングラーの分類

では遺伝子配列はまだ確立しておらず，形態の相違

を重視していた．その例として，エングラーの分類

ではカエデ類はカエデ科カエデ属としていたがマバ

リーの分類ではカエデ科が廃止され，ムクロジ科カ

エデ属となった．また，メタセコイアやスギなどの

スギ科の植物は，ヒノキ科に属するようになった．

その結果本宿団研古植物グループ（1970）の化石種

は22科32属41種となり，Ozaki（1991）の化石種は

42科75属111種となる．その後兜岩層の植物化石は

磯田ほか（2020，2021，2022）が公表している．

　兜岩層研究会の植物化石班は下仁田町自然史館

（以降，自然史館と表記する）に保管されている堀

越武男氏が集めた標本（堀越標本）の同定会をして

いるが，新型コロナウイルス蔓延のため2022年度は

昨年と同じように化石同定会を実施することは出来

なかった．堀越標本の同定が完了したのち，茂木伊

一氏（故人）が集めた標本（茂木標本）の同定会に

進む予定である．また自然史館が管理している兜岩

層の植物化石ブロックは1297個体である．

　磯田は植物化石班とは別途に，群馬県立自然史博

物館（以降，県博と表記する）の標本も同時に同定

している．県博の化石は井部弘氏（故人）が集めた

標本（井部標本）以外に森平利政氏（故人）が集め

た標本（森平標本）など多くの人から寄贈された化

石で標本数は1200個体以上が収蔵されている．

化石標本に付いている記号

　化石に付けられた標本記号の SNM-F-Kb は自然

史館，GMNH-PB は県博の標本である．標本記号

の後の番号はその化石の標本番号，また1つの標本

に2つ以上の化石が含まれている時は枝番として番

号の次にアルファベットを付けている．
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今回報告する植物化石

　今回報告する兜岩層から産出する化石種は，磯田

ほか（2022）のカバノキ科カバノキ属の化石の続き

で，今回はカバノキ科クマシデ属の化石とした．現

生のカバノキ科植物はカバノキ属（Betula），ハン

ノキ属（Alnus），クマシデ属（Carpinus），ハシ

バミ属（Corylus），アサダ属（Ostrya）の5属から

なる．兜岩層からの化石も，この5属が確認されて

いる．

　本宿団研古植物グループ（1970）はカバノキ属2

種，ハンノキ属3種，クマシデ属1種，アサダ属1種

を報告している．また Ozaki（1991）はカバノキ

属3種，ハンノキ属3種，クマシデ属3種，ハシバミ

属2種，アサダ属2種を報告している．

　私達の研究グループも，この5属の化石を同定

している．磯田ほか（2022）はカバノキ属のミズ

メ（B. sp. cf. B. grossa），ムカシジゾウカンバ

（B. protoglobispica）， ム カ シ ウ ダ イ カ ン バ（B. 

maiomaximowiczana）を報告した．

　今回の報告は，クマシデ属のヘイグンイヌシデ（C. 

heigunensis）・チュウシンシデ（C. miocenica）・

ムカシサワシバ（C. subucordata）・クマシデ（C. 

sp. cf. C. japonica）の4種を報告する．またこの報

告に当たって，ヘイグンイヌシデの近似現生種はイ

ヌシデ，チュウシンシデの近似現生種はアカシデ，

ムカシサワシバの近似現生種はサワシバである．ク

マシデは現生種と識別がつかないので，種の生存期

間を考慮して sp. 以下に cf. を付け，現生種の学名

を付けた．

　現生のクマシデ属で日本に生育する樹木はこの4

種とイワシデ（C. turczaninovii）の計5種から構成

されている．

　この報告に当たり現生種5種について，北村・村

田（1979）から葉形の分類表（第1表）を作成した．

植物化石の記載

クマシデ属の化石4種

　ブナ目　Order Fagales

　　カバノキ科　Family Betulaceae

　　　クマシデ属　Genus Carpinus

第1表　葉によるクマシデ属の分類

和名 クマシデ イヌシデ アカシデ サワシバ イワシデ

学名 C. japonica Blume C. tschonoskii Maxim. C. laxflora Blume C. cordata Blume C. turczanivii Hance

葉身形
狭卵形～卵状長楕円形 卵形～狭卵形・卵状楕

円形
卵形～卵状楕円形・や
や倒卵形

広卵状楕円形～卵形 卵形～卵円形・長楕円
形

葉身長 6-11 ㎝ 4-10 ㎝ 3-7 ㎝ 7-14 ㎝ 2.5-6 mm

最大横幅部 中央 中央～下 中央 中央～上 下部

横幅の長さ 2.5-4.5 ㎝ 2-4 ㎝ 2-3.5 ㎝ 4-7 ㎝ 1.5-2.5

先端部 長鋭尖頭 鋭頭～短鋭尖頭 急な尾状鋭尖頭 急鋭尖頭でやや尾状 鋭頭・やや鈍頭

基　部
僅かに浅心形・円形 円形～広楔形 円形・浅心形 心形 円形～広い楔形・浅心

形

葉縁の鋸歯
突点に終わる重鋸歯 凸頭に終わる鋭い重鋸

歯
細重鋸歯 短芒種に終わる不整細

重鋸歯
細重鋸歯

毛の有無
裏面脈状に帯褐色の長
毛・脈腋に毛叢

表面は多少伏毛・裏面
の脈上にや脈腋に有毛

表面の脈状に絹状圧
毛・裏面の脈上や脈腋
に粗毛

裏面の脈上に多少長い
伏毛

裏面の脈上に伏毛・脈
腋に毛叢

側脈数 20-24対 12-15対 7-15対 15-23対 10-13対

葉柄長 8-15 mm 8-12 mm 褐色毛密生 8-12 mm 10-20 ㎜で細毛有 5-12 ㎜

� 北村四郎・村田源　原色植物図鑑　木本編Ⅱ（300-303）保育社 1979
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1 ．ヘイグンイヌシデ

　　Carpinus heigunensis Huzioka

　葉先の先端と葉柄の先端が欠損しているがほぼ完

全形を残したものであるが，砂岩層からの産出であ

るため，シルト岩層からのものと比較すると細部ま

で細かく検討することは出来ない（第1図）．

　葉身の形は卵状楕円形，葉身長は 6 ㎝，最大横

幅は 2.6 ㎝で葉身下部にある．

　2次脈（側脈）は1次脈（主脈）から約30度の角度

で分岐し，直線的に伸びるが葉辺に近づくにつれや

や上向きとなり，鋸歯の先端に達している．3次脈

（細脈）以下は不明である．

　鋸歯の形は鋸の歯状であるが，1つの鋸歯を詳し

く見ると単純な三角形にならず，下辺側の方が上辺

側より長くなり立ち上がるようになっている．また

鋸歯先が鋭く尖るように細くなっている．2次脈ど

うしの間にも鋸歯があり，その数は2～3程度であ

る．しかも2次脈の先にある鋸歯は他の鋸歯よりや

や大きい．

　葉脚は鈍脚で，葉柄長は欠損しているため不明で

ある．

　兜岩層からのヘイグンイヌシデの化石は葉化石以

外に果苞化石も産出している．Ozaki（1991）も葉

と共に果苞も報告をしている．

　果苞は三角形をしている（第2図）．しかも果苞柄

と果苞の先端を繋ぐ維管束は中央部を走らず偏って

いる．

　果苞が樹木本体に付いている時は，果苞2つで対

を構成して果穂の一部を構成している．対になった

果苞がたくさん集合して1つの果穂を構成するので

ある．種子を散布させる時は1つの果穂からそれぞ

れの果苞に分かれ，風に乗って別々の場所に散布さ

せるのである．

　果苞の体長は 2.2 ㎝，最大横幅 1.9 ㎝で三角形を

している．先端と果苞柄を結ぶ維管束側の反対面に

突き出た部分（翼）があり，その翼に3ケ所ほど鋸

歯がある．

　現生のクマシデ属での果苞の形は，イヌシデとア

カシデは良く似ている．違いは果苞の大きさ・鋸歯

の数・切れ込みの深さと鋸歯の位置等である．イヌ

シデは片方にだけ複数の鋸歯があるのに対し，アカ

シデは片方に数個の鋸歯を持ち，反対側の基部に1

つだけ大きな鋸歯（突き出しのように見える）があ

ることである．また，果苞の大きさも違う．イヌシ

デは大きく，アカシデは小さい．クマシデは両側に

鋸歯はあるがそれほど目立たず，維管束の方が目立

つ特徴がある．イワシデについては，観察していな

いので不明である．また果苞は，果穂のどの位置付

いたかによって形が異なる．参考までに県博のヘイ

第1図　ヘイグンイヌシデGMNH-PB0001555

第2図　ヘイグンイヌシデ SNM-F-Kb-725
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グンイヌシデの果苞を添付する（第3図）．

2 ．チュウシンシデ

　　Carpinus miocenica Tanai

　チュウシンシデとヘイグンイヌシデの葉は似てい

るが，ヘイグンイヌシデよりやや小さい傾向であ

る．この化石の葉身長は 5 ㎝，葉身幅は 2 ㎝程度

である（第4図）．ヘイグンイヌシデとの相違点は最

大横幅の位置で，ヘイグンイヌシデが葉身中央部よ

り下位であるのに対し，チュウシンシデは葉身のほ

ぼ中央部である．また葉先の形で，チュウシンシデ

は葉先が急な尾状鋭尖頭になる．

　自然史館の標本より，県博の標本 GMNH-PB0001680-a

の化石の方が葉先や葉脚の形や葉柄の長さが分かり

やすいので，この標本を添付する（第5図）．

　県博標本の葉身長は 6 ㎝，葉身幅 2.5 ㎝で横幅

が最大になる所はほぼ葉身中央部である．

　2次脈は1次脈から40度の角度で分岐し，葉辺に

行っても上向きにならず鋸歯の先に達する．また2

次脈は13対である．

　葉先の葉形やその長さも GMNH-PB0001555のヘ

イグンイヌシデより急な尾状鋭尖頭である．葉柄の

長さは 1 ㎝程度である．

3 ．クマシデ

　　Carpinus sp. cf. C. japonica Maxim.

　兜岩層から産出するクマシデについて Ozaki

（1991）は C. sp. C. nipponica Endo（ニホンクマ

シデ）と記載したが，尾崎の逝去後，この報告書を

出すのにあたって尾崎の標本を再検討したが，植村

和彦は現生種に近い化石として現生種名を使用して

いる．我々はニホンクマシデを見ていないが，化石

第5図　チュウシンシデ　GMNH-PB0001680-a

第4図　チュウシンシデ SNM-F-Kb-565

第3図　ヘイグンイヌシデの（果苞）GMNH-PB0001567-a
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と現生種とを比較検討した．その結果，現生種と識

別できないので，植村の化石種名を使用している．

　この化石（第6図）は葉の上部が欠損しているた

め葉身長は不明であるが，葉身幅・鋸歯の形・2次

脈の出方等でクマシデと同定できる．

　葉身長は 6 ㎝以上であるが，葉身幅が細くなり

つつあるため 10 ㎝程度と思われる．葉身幅は 3.8 ㎝ 

程度，葉身幅が最大になる所は葉身中央である．

　2次脈は1次脈から50度の角度で分岐し，その角度

を保ったまま鋸歯の先端まで達する．またこの化石

は葉身下部での出方は，葉身中央部での出方と異な

り低角度で出るが，中央部の2次脈と並行になるよ

うになる．最大横幅は 4 ㎝程度で葉身中央部，葉

柄は途中で切れているため不明である．

　クマシデの葉化石は県博でも保管されているの

で，県博のものを添付する（第7図）．

　この標本は SNM-F-Kb-739と比較するとシルト

岩層に堆積したもので，細部まで詳細に観察でき

る．葉柄・葉先は欠損しているので観察は出来ない

が，全体の大きさ・2次脈の走り方・鋸歯の形とそ

の出方を詳細に観察できる．

　1次脈は2次脈との接点で屈曲せず直線的に伸び

る．2次脈は45度の角度で1次脈から分岐し，葉辺で

やや上向きになる．2次脈の間にも鋸歯があり，鋸

歯の大きさは2次脈の先端にある鋸歯が他の鋸歯よ

り大きい．3次脈の走り方も，現生のクマシデと同

じである．兜岩層からは，クマシデの果苞も産出し

ている（第8図）．

　クマシデの果苞の形は，ヘイグンイヌシデやチュ

ウシンシデのものとだいぶ異なる．ヘイグンイヌシ

デやチュウシンシデの果苞の維管束は，果苞基部か

ら果苞先端部に向かって走る維管束の途中から分岐

第6図　クマシデ　SNM-F-Kb-739

第7図　クマシデ　GMNH-PB0002924（2）

第8図　クマシデ（果苞）GMNH-PB0001585-b
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しているが，クマシデは最初から分岐している．こ

の化石では果苞の先端部は残っていないが，先端部

はヘイグンイヌシデやチュウシンシデと同じよう

に，果苞鋸歯の先端部まで続いていると思われる．

果苞の大きさは 3 ㎝程度である．

4 ．ムカシサワシバ

　　Carpinus subcordata Nathorst

　この標本では葉先や葉柄は欠損しているが，種の

同定に決定的な部位である葉脚や最下位の2次脈が

残っているのでこの種と同定した（第9図）．2次脈

は40度の角度で1次脈から分岐し，ほぼ直線的に葉

辺に達する．

　クマシデ属の葉の基部は円脚や鈍脚になるのが一

般的だが，ムカシサワシバは心脚になるのが特徴で

ある．また最下部の2次脈には下位に向かう3次脈が

出ることから，直ちに本種と同定できる．

　現生のサワシバに似たものにムクロジ科カ

エ デ 属 の ヤ マ シ バ カ エ デ（ チ ド リ ノ キ ）Acer 
carpinifolium Sieb. et Zucc. がある．このカエデ

には学名の種小名にクマシデ属と同じような carpi

が使われている．これからも分かるように，葉だけ

を見ただけでの識別は難しい．果実が付いているな

ら，カエデなのかそれともサワシバなのかは直ちに

分かる．また葉の付き方でも分かる．カエデ属が対

生に対して，シデ類は互生である．葉1枚だけで識

別するのは困難である．

　ヤマシバカエデとサワシバを葉1枚だけで識別す

るのは，葉の基部の葉脈の走り方で識別できる．ヤ

マシバカエデはカエデ類なので，5本の葉脈が葉柄

と葉身基部の接点で同時に分岐している．これに対

して，サワシバは同時に分岐せず，それぞれ独立し

て分岐する．しかも，最下位の2次脈からは下向き

の3次脈が出る．

　この標本よりもっと保存状態の良い化石が県博に

あり，これで説明する（第10図）．

　メモリ単位が 1 ㎜のスケールが右下に少しだけ

入っているので，これを見て大きさを予想する．こ

の標本は SNM-F-Kb-772-b よりはっきりした化石

である．ムカシサワシバの中でも，現生のサワシバ

の様に葉脚が心脚にならないものの1つである．そ

れ以外は，ムカシサワシバの特徴をすべて持ち合わ

せている．即ち，葉身下部の2次脈は①最下部の2次

脈はカエデ属の様に，葉脚基部から同時に複数の2

次脈が出ることはなく，それぞれ別々に出ている．

②最下部の2次脈から下向きの3次脈が出ている．

　鋸歯の出方は SNM-F-Kb-772-b よりはっきり

し，クマシデ属の葉の出方と同じである．

第9図　ムカシサワシバ　SNM-F-Kb772-b 第10図　ムカシサワシバGMNH-PB0001712-a
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まとめ

　今回はカバノキ科クマシデ属のヘイグンイヌシ

デ，チュウシンシデ，クマシデ，ムカシサワシバの

葉化石と果苞化石について記載した．現生のクマシ

デ属はクマシデ・イヌシデ・アカシデ・サワシバ・

イワシデの5種である．本宿団研古植物グループ

（1970），Ozaki（1991）でもクマシデ属の種は記載

されているが，本報告以外の他種は報告されていな

い．

　現生種のクマシデに対してはヘイグンイヌシデ，

アカシデに対してはチュウシンシデ，サワシバに対

してはムカシサワシバの化石種が対応する．イワシ

デに対応する化石種はまだ未発見の状況である．イ

ワシデに対応する化石種が存在しなかったのか，そ

れともまだ未発見なのかが今後の課題となる．

　それぞれの化石種に対応する現生種の生育地につ

いて，群馬県高等学校教育研究会生物会（1987）を

もとに検索すると以下のようである．

　イヌシデは前橋市などの平野部から赤城山，榛名

山，足尾山地，多野山地，子持山などの中腹の山地

や平地で普通に見られる．

　アカシデは多野山地，黒滝山，荒船山，妙義山，

烏川源流部，榛名山，赤城山，足尾山地，利根地域

の乾燥尾根でやや普通に見られる．

　クマシデは多野，荒船山，妙義山，烏川源流部，

草津白根山，武尊山，大峰山，榛名山，赤城山，袈

裟山，足尾山地などの低山帯斜面で普通に見られる．

　サワシバは多野山地，妙義山，烏川源流部，草津

白根山，武尊山，大峰山，足尾山地の渓谷側でやや

普通に見られる．

　イワシデは群馬県では見られないが，生育地は中

国地方，四国，九州の温帯で山地～沿海の岩場や乾

いた尾根にまれに見られる．

　兜岩層の古環境は兜岩層から産出するカバノキ科

化石や他の化石種とその化石に対応する現生種から

判断すると，兜岩層が堆積した当時は大きな湖があ

り，その周辺には現在の荒船山周辺に繁茂する植物

の化石種が生育していたと考えられる．

　今回の報告は，カバノキ科の内でもクマシデ属の

ものだけに絞って報告した．産出化石とその化石に

対応する現生種から兜岩層が堆積した当時の気温や

降水量は現在とそれほど変わっていないと思われる．

　化石産地の標高は 1200 m 前後で広い湖が存在

し，植物化石以外にカエル，水鳥の羽，昆虫化石が

産出している．しかも，これらの化石は保存状態が

極めて良好である．その原因は兜岩層の直上に分布

している荒船山溶岩によって短時間に完全密閉され

たものとされている．今後も兜岩層からの新化石種

の発見や古環境解明に努めたい．
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磯田喜義・兜岩層研究会植物化石班（2023）兜岩層の植物化石（No.4）．下仁田町自然史館研究報

告，8，77-84．

　今回はカバノキ科クマシデ属の化石を記載した．カバノキ科クマシデ属の化石は本宿団研古植物

研究グループ（1970）や Ozaki（1991）でも報告しているが，下仁田町自然史館や群馬県立自然

史博物館にもこれらの化石が保管されている．本報告は下仁田町自然史館と群馬県立自然史博物館

の化石を使ってカバノキ科クマシデ属の化石記載をした．

　化石種とそれに対応する現生種から兜岩層が堆積した当時の古環境ついて考察すると，兜岩層が

堆積した当時の気温や降水量は，現在のものとそれほど変化していなかったと言える．水平分布で

は冷温帯，垂直分布では山地帯であったと言える．現在の荒船山周辺でも，化石種に対応する現生

種は生育している．

（要　旨）
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